
　

日
本
の
年
中
行
事
で
、

神
に
特
別
な
食
物
を
供

え
て
祝
う
祭
日
を
、「
節

句
」
と
言
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
中
国
の
陰
陽
思

想
に
お
い
て
、
奇
数
を

「
陽
」、
偶
数
を
「
陰
」

と
考
え
、
奇
数
の
月
に

祭
事
を
行
っ
て
い
た
こ

と
に
由
来
し
、
一
月
七

日
の
「
人じ

ん
じ
つ日
」、
三
月
三

日
の
「
上

じ
ょ
う

巳し

」、
五
月
五

日
の
「
端た

ん

午ご

」、
七
月
七

日
の
「
七し

ち
せ
き夕
」、
そ
し
て

九
月
九
日
の
「
重
陽
」

の
五
つ
が
存
在
し
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
れ
ら

は
元
々
旧
暦
の
日
付
で

あ
り
、
現
代
の
暦
と
は

約
一
ヶ
月
の
ず
れ
が
あ

り
ま
す
が
、
現
代
社
会

に
生
き
る
私
た
ち
に
も

大
変
馴
染
み
深
い
も
の

と
し
て
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
日
付
を
聞
い
た
だ

け
で
、
一
月
七
日
は
「
七
草

粥
」、
三
月
三
日
は
「
雛
祭

り
」、
五
月
五
日
は
「
こ
ど

も
の
日
」、七
月
七
日
は
「
七

夕
飾
り
」
等
の
行
事
が
す
ぐ

に
思
い
浮
か
ぶ
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
九
月
の
節
句
と
い

え
ば
「
重
陽
」
で
す
が
、
五

節
句
の
中
で
は
や
や
印
象
が

薄
い
と
感
じ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
陰
陽
思

想
で
は
、
一
桁
の
奇
数
で
最

大
の
「
九
」
は
、
最
も
め
で

た
い
陽
数
で
あ
り
、
陽
が
重

な
る
こ
と
か
ら
「
重
陽
」

と
呼
ば
れ
る
九
月
九
日

に
は
、
古
来
よ
り
長
寿

を
祈
る
祭
事
が
催
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
時
期
に
見
頃
を
迎

え
る
菊
の
花
は
、
中
国

で
は
長
寿
の
花
と
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
重
陽
の

節
句
に
菊
を
愛
で
る
宴

が
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
五
節

句
の
中
で
も
極
め
て
め

で
た
い
と
さ
れ
て
い
た

の
が
重
陽
の
節
句
で
す
。

日
本
の
伝
統
行
事
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
、
九

月
九
日
は
無
病
息
災
を

祈
る
一
日
と
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

今月のことば
ちょうよう

「重陽」


